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平成15年10月

四国地方幹線道路協議会

資料－６

《第１回懇談会資料》
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政策部会政策部会政策部会

社会実験部会社会実験部会社会実験部会

地域部会地域部会地域部会

各部会で実行して各部会で実行しているいる案件案件

道ビジョン道ビジョン実現に向けた取り組み内容実現に向けた取り組み内容

道ビジョンの進行管理
（業績計画書による事業管理、新たな施策・事業の推進）

道ビジョンの進行管理
（業績計画書による事業管理、新たな施策・事業の推進）

四国の広域交流拡大施策　～高速・本四の利用促進施策～
（ＥＴＣ割引支援、長距離割引、四国３日間乗り放題ﾁｹｯﾄ）
四国の広域交流拡大施策　～高速・本四の利用促進施策～

（ＥＴＣ割引支援、長距離割引、四国３日間乗り放題ﾁｹｯﾄ）

「四国のみち」の新たな取り組み、８８クリーンウォーク四国
四国みちルネッサンス、四国ロード・チューンアップ

「四国のみち」の新たな取り組み、８８クリーンウォーク四国
四国みちルネッサンス、四国ロード・チューンアップ

調査部会調査調査部会部会

道路管理部会道路管理部会道路管理部会

将来交通量将来交通量

道路情報、異常気象時の通行規制、道路防災等の
道路管理に関する検討・調整

道路情報、異常気象時の通行規制、道路防災等の
道路管理に関する検討・調整

広報部会広報部会広報部会 広報計画、広報活動広報計画、広報活動

取り組み概要取り組み概要

活動しやすい組織体制の下、道ビジョン実現に向けて実行活動しやすい組織体制の下、道ビジョン実現に向けて実行

●組織体制

四国地方幹線道路協議会四国地方幹線道路協議会 道ビジョン推進懇談会道ビジョン推進懇談会

○政策部会

○社会実験部会

○地域部会

○調査部会

○道路管理部会

○広報部会

アドバイザー
（学識経験者等）

徳島県
（委員会）

（幹事会）

香川県
（委員会）

（幹事会）

愛媛県
（委員会）

（幹事会）

高知県
（委員会）

（幹事会）

《構成》
　四国地方整備局、徳島県、香川県、愛媛県、高知県、日本道路公団、本州四国連絡橋公団
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「道ビジョン」にもとづく新たな施策実施状況「道ビジョン」にもとづく新たな施策実施状況

業績計画書による事業管理の取り組み（Ｈ１５年度版　業績計画書）

施策の重点化と評価システムの導入施策の重点化と評価システムの導入施策の重点化と評価システムの導入

ローカル・スペックの導入ローカル・スペックの導入ローカル・スペックの導入

既存ストックの活用既存ストックの活用既存ストックの活用

地域との協働・連携地域との協働・連携地域との協働・連携

有料道路社会実験の取り組み

８８クリーンウオーク四国の取り組み

事業進行状況の公表について

カンカンネット試行実施

新たな手法などによる施策・事業推進の取り組み

●本日の審議事項

現道の有効活用に向けた取り組み
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事業進行状況の公表について事業進行状況の公表について

有料道路社会実験実施について有料道路社会実験実施について

８８クリーンウォークについて８８クリーンウォークについて

道ビジョンにもとづく新たな施策の取り組み道ビジョンにもとづく新たな施策の取り組み
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●公表事業数

四国地方整備局事業 徳島県事業 香川県事業 愛媛県事業 高知県事業 日本道路公団四国支社事業

37 27 10 26 21 11

現在四国内で事業が進行している主要な道路事業１３２箇所について公表

公表内容公表内容公表内容
（1）供用目標年度
（2）測量着手（目標）年度・着手率（延長比）
（3）設計協議着手（目標）年度・着手率（延長比）
（4）用地買収着手（目標）年度・進捗率（面積比）
（5）工事着手年度・当該年度工事内容
（6）H15年度の事業内容

※供用目標年度とは、進行管理していく上での現時点の
　共通目標であり、内容を見直すこともあります。

（1）供用目標年度
（2）測量着手（目標）年度・着手率（延長比）
（3）設計協議着手（目標）年度・着手率（延長比）
（4）用地買収着手（目標）年度・進捗率（面積比）
（5）工事着手年度・当該年度工事内容
（6）H15年度の事業内容

※供用目標年度とは、進行管理していく上での現時点の
　共通目標であり、内容を見直すこともあります。

Ｈ１５．９月２６日より公表開始

四国地方幹線道路協議会
・昨年度の進捗状況報告
・今年度の予定
・供用目標年度が変更になる場合は審議合意

四国地方幹線道路協議会四国地方幹線道路協議会
・昨年度の進捗状況報告
・今年度の予定
・供用目標年度が変更になる場合は審議合意

４ ８６ １０ １２ ３

次年度以降も同様
公
表

公
表開

催

事業進行状況の公表について事業進行状況の公表について

事業進行状況を公表し、地域との協働によってさらなる事業のスピード
アップを図る

事業執行の透明性の向上事業執行の透明性の向上

さらなる事業のスピードアップさらなる事業のスピードアップ

早期供用に向けた計画的な早期供用に向けた計画的な
事業執行事業執行

より一層の事業のより一層の事業の
重点化・効率化重点化・効率化

道路利用者や地域住民の道路利用者や地域住民の
事業に対するより一層の事業に対するより一層の
理解と協力理解と協力

地域との協働地域との協働
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●ホームページによる情報公開

http://www.skr.mlit.go. jp/road/sinko/
ホームページアドレス

※四国地方整備局並びに各事務所、四国各県、道路公団四国
　支社、本四公団のＨＰからでも閲覧可能
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四国内の高速利用サービスにより四国内外の観光交通の交流促進を図る

四国３日間乗り放題チケット

1. 利用区間　：　四国内ＩＣ～四国内ＩＣの利用のみ

2. 利用期間　：　Ｈ１５．１０月３１日～１２月１日　　　　　　　　　
　　　　　　　　　（土日含む連続３日間）

3. 利用方法　：　上記利用区間内、利用期間内に限り、　　　　　
　　　　　　　　　何度でも乗り降り自由

4. 販売価格　：　普通車＝８,０００円　⇒　６,０００円　　　　　　
　　　　　　　　　軽自等＝６,５００円　⇒　４,５００円　　　　　　
　　　　　　　　　中型車＝９,５００円　⇒　７,５００円

［四国特割社会実験チケット］

四国特割社会実験チケット

さらに２,０００円割引！

有料道路社会実験などの取り組み有料道路社会実験などの取り組み

◇１台あたり５千円の助成
◇全日本トラック協会会員はさらに３千円の助成
◇約４５万台のＥＴＣ購入者に購入資金を助成。（先着順）　

◇現行特別料金の１０％引き→新特別料金
◇ＥＴＣ車は上記新特別料金の５．５％引き
◇別途前払い割引あり⇒５万円前払いの場合・新特別料金の約14%引

◇ＥＴＣ車載器を搭載した車両（全車種）
◇実験対象路線→長距離割引が適用される全路線

◇ＥＴＣ車を除く車両（軽自動車、普通自動車、中型車を対象）
◇対象路線→四国内IC～四国内ICの利用のみ
◇期間中の土・日曜日を含む連続した３日間利用可能
◇利用区間内に限り何度でも乗り降り自由
◇販売価格：普通車＝8,000円　　軽自動車＝6,500円　　中型車＝9,500円

高速・本四の利用促進に関連する取り組み高速・本四の利用促進に関連する取り組み

実施期間　Ｈ１５．６．１８～

高速道路の長距離(300km以上)割引社会実験

「四国３日間乗り放題チケット」の販売

本四道路の料金引き下げ　⇒　新特別料金

ＥＴＣ車載器購入等に係わる費用の一部支援

実施期間　Ｈ１５．７．１～

実施期間　Ｈ１５．７．１９～１６．１．１８

実施期間　Ｈ１５．９．５～１２．２２

全国

本四

全国

四国

社会実験
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四国新聞　2003.10.8（水）
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８８クリーンウォーク四国８８クリーンウォーク四国

1. 実施日　：　Ｈ１５年８月１８日（月）　※８月８日は、台風接近により順延

2. 参加者数　：　約６,０００人　（モデルコース概数）　

●８８クリーンウォーク四国参加結果
■８８クリーンウォーク四国　参加者数［県別］ ■８８クリーンウォーク四国　参加者数［コース別］

※　参加者数はH15.8.18現在（モデルコースのみ概数）

資料：国土交通省　四国地方整備局
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８８クリーンウォーク四国８８クリーンウォーク四国
８月８日に地域住民のボランティアにて８月８日に地域住民のボランティアにて

四国内の道路を歩きながら一斉清掃するキャンペーン四国内の道路を歩きながら一斉清掃するキャンペーン

地域との協働により四国の道路をクリーンにすることで
四国の魅力を向上

１１

２２

自由コース自由コース･･･近くの道を早朝６時から１時間程度歩きながら清掃。･･･近くの道を早朝６時から１時間程度歩きながら清掃。

８８クリーンウォーク四国の取り組み８８クリーンウォーク四国の取り組み

モデルコースモデルコース･･･四国内１２カ所のうちご希望のコース。早朝１時間程度歩きながら清掃。･･･四国内１２カ所のうちご希望のコース。早朝１時間程度歩きながら清掃。
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カンカンネットカンカンネット

お遍路さんの協力による遍路道の空き缶拾いにより
四国特有の遍路道の魅力向上を図る

｢クリーンウォーク四国｣の一環として、全国から集まる約３０万
人のお遍路さんの中で、空き缶を拾ってくださるお遍路さんの協
力により、空き缶拾いのネットワーク化を図る取り組み

カンカンネットとは

■空き缶を入れる袋を用意する

■拾った空き缶の受け入れ先の用意

■遍路道を歩く道中で道路に関するご意見・苦情の収集

■速やかにこの意見・苦情に対応する

・・・８８クリーンウォーク四国を含むクリーンウォーク四国の一環・・・８８クリーンウォーク四国を含むクリーンウォーク四国の一環

カンカンネット

四国のみち
ハイキング

８８クリーン
ウォーク四国

ボランティア・
サポート・
プログラム

遍路道と四国のみちがほぼ同一ルートの国道５５号、５６号で実施試行試行

カンカンネット試行実施カンカンネット試行実施

回収の袋を
「カンカンネット」
と言い、道の駅など
で無料配布

●取り組み状況

香川県（牟礼町）愛媛県（肱川町）

徳島県（日和佐町）高知県（東洋町）

８８クリーンウォーク四国８８クリーンウォーク四国



10

平成平成1515年度年度 業績計画書について業績計画書について

道ビジョンにもとづく新たな施策の取り組み道ビジョンにもとづく新たな施策の取り組み
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行政を取り巻く環境の変化　行政を取り巻く環境の変化　～行政マネジメント導入の背景～～行政マネジメント導入の背景～

・絶えず、政策の評価や転換が重要
　→行政による適切でダイナミックな意志決定が必要
・社会情勢等の変化に伴う行政の「失敗」の可能性増大（「行政の無謬制」の限界）
　→「政府の失敗」を前提に、絶えず政策の評価や転換を促す仕組みが必要

①社会経済、国際環境等が大きく、めまぐるしく変化

②財政事情の変化
・厳しい財政事情に伴い、政策の継続は前提ではない（行政改革、財政再建、予算の圧縮）
　→政策の廃止、転換等の合理的な検討が可能な仕組みが必要

③行政に対する信頼の低下、行政の監視に対する意識の高まり
・国民への説明責任（アカウンタビリティ）の確保・遂行
　→客観的データによる結果・プロセスの公開、公表が必要

④市民社会の成熟、行政ニーズの多様化
・国民の多様な側面（全権者、納税者、サービス受益者）に配慮すべき必要性（行政のみで多様な
　価値観には対応できない）
　→顧客（住民）満足の向上のためには、住民視点の評価、住民参加による評価が必要

⑤行財政システムの硬直化
・我が国の行政は、plan（計画）、do（執行）を偏重し、see（評価）の機能が軽視されがち
　→事後に評価をする／されるという意識への転換が必要

⑥世界的な潮流
・アメリカの政府業績評価法（ＧＰＲＡ）等ニューパブリックマネジメント（ＮＰＭ）の潮流

《第５章 ４（２）新しい行政手法》

（ｉ）ニューパブリックマネジメント

　（前略）行政は顧客である国民の満足度の最大化を追求する必要がある。

　そのための新たな行政手法として、ニューパブリックマネジメントが世界的に大きな流れとなって

いる。これは、公共部門においても企業経営的な手法を導入し、より効率的で質の高い行政サービス

の提供を目指すという革新的な行政運営の考え方である。その理論は、①徹底した競争原理の導入、

②業績／成果による評価、③政策の企画立案と実施執行の分離という概念に基づいている。

■「今後の経済財政運営及び経済社会の構造改革に関する基本方針」（骨太の方針）［H13.6.26］

H15.3.8 朝日新聞（朝刊）

■「経済財政運営と構造改革に関する基本方針２００２」（骨太の方針２）［H14.6.25］

《第４部 １. （２）公共投資の実行ある重点化、効率化》

（実行ある効率化の実現）

　（前略）事業評価に同種事業の事後評価の結果を確実に反

映する仕組みを構築する。また、第３者による評価内容の

チェック機能の強化、関連情報を含めた情報公開の徹底、国

民に対する説明責任の明確化を実現する。（後略）

政府における最近の議論政府における最近の議論
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毎年度のマネジメント
サイクルの確立

政
策
評
価
制
度

●成果主義の道路行政マネジメント
に向けた３つの柱：

－理論から実践へ－－理論から実践へ－

参画

わかりやすさと
実現性の両立

国民と行政との
パートナーシップの確立

●実践のための５つの戦略

・目標と指標の設定
・効率的なデータ収集
・毎年度の業績計画の策定
　　　　　　及び達成度把握
・予算・人事のしくみへの反映
・アカウンタビリティ・
　　　　　評価の妥当性の確保

事
前
評
価

（
目
標
設
定
等)

事
前
評
価

（
目
標
設
定
等)

事
後
評
価

(

業
績
測
定
等)

事
後
評
価

(

業
績
測
定
等)

目
標
設
定
・

プ
ロ
セ
ス
の
明
確
化

目
標
設
定
・

プ
ロ
セ
ス
の
明
確
化

業
績
測
定
・

評
価
の
実
施

業
績
測
定
・

評
価
の
実
施

国　　民国　　民

行
政
の
効
率
性
の
向
上

行
政
の
透
明
性
の
向
上

行政マネジメントシステム

業
績
計
画
書

達
成
度
報
告
書

予算・人事の
しくみへの反映
予算・人事の

しくみへの反映

成果を意識した
施策・事業の実施
成果を意識した

施策・事業の実施
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成果主義の道路行政マネジメントの第一歩として、平成１５年度は直轄国道
を対象に「マネジメント・サイクル」の構築を試行的に実施

具体的には、１年後の成果目標等を示す「業績計画書」を策定・公表

H１５業績計画書

試行的に実施：H15年10月策定・公表

H１５業績計画書

試行的に実施：H15年10月策定・公表

H15達成度報告書

H16年4～6月：策定・公表

H15達成度報告書

H16年4～6月：策定・公表

反映

成果目標設定 実施 事後評価

H16業績計画書

H16年4～6月：策定・公表

H16業績計画書

H16年4～6月：策定・公表

Ｈ17年度平成16年度平成15年度平成14年度

実施成果目標設定 事後評価

道ビジョン
推進懇談会

道ビジョン
推進懇談会

審議 審
議

審
議
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H15H15年度版業績計画書年度版業績計画書

道路業績計画書

･･･道ビジョンの実現に向け、「変革の方向」として示された四国らしい工夫を取り
入れながら、課題を解決するためにどのような施策・事業を進めるか、具体的な
取り組み目標とその成果の全体像を例示

業績計画書（各県版）

■死傷事故率
安心安心

■■渋滞損失時間活力活力

■無電柱化率魅力魅力

共
通

■通行規制区間率

共
通

愛
媛

徳
島

高
知

香
川

･･･ビジョンの代表的なテーマについて各県の地域状況を具体的なデータで示し、課
題解決に向けて取り組む施策・事業の目標（事業進行目標）とその成果（一年後
の成果）を例示
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今後の取り組み今後の取り組み

５年で見える道づくり（５ヵ年整備プログラム）と業績計画書５年で見える道づくり（５ヵ年整備プログラム）と業績計画書

●社会資本整備重点計画（地方ブロックの整備方針）策定に連動し、「５年で見える
道づくり」を策定

（５年後のネットワーク・道路整備の姿、５年後のアウトカム目標を明示）

●次年度業績計画書への反映

［新たな道づくり　～施策体系と主要指標～］
アウトカム指標アウトカム指標

　1次ネットの改良率　（１．５車線的整備を含む）

　日常活動圏中心都市への安定到達率
　1次ネットの改良率　（１．５車線的整備を含む）

　日常活動圏中心都市への安定到達率

　生活圏間連絡水準
　日常活動圏間交流ルート確保率
　生活圏間連絡水準
　日常活動圏間交流ルート確保率

　無電柱化率
　夜間騒音要請限度達成率

　無電柱化率
　夜間騒音要請限度達成率

■安全・安心・定住のための生活ネットワークの確保■安全・安心・定住のための生活ネットワークの確保

■広域交流と地域連携の幹線ネットワークの推進■広域交流と地域連携の幹線ネットワークの推進

■快適で美しい道路空間の形成■快適で美しい道路空間の形成

「自立」「自立」実現への９つの施策実現への９つの施策

　通行規制区間率
　災害時救援ルート確保率
　異常気象時高次医療サービス孤立人口

　通行規制区間率
　災害時救援ルート確保率
　異常気象時高次医療サービス孤立人口

■信頼できる幹線道路ネットワークの確保■信頼できる幹線道路ネットワークの確保

■人に優しい歩行空間の確保■人に優しい歩行空間の確保 　死傷事故率
　バリアフリー化率
　自転車・歩行者道整備率

　死傷事故率
　バリアフリー化率
　自転車・歩行者道整備率

　空港港湾の連絡率　空港港湾の連絡率

　渋滞損失時間　渋滞損失時間

■効率的な輸送・移動のためのマルチモーダルの推進■効率的な輸送・移動のためのマルチモーダルの推進

■都市交通の円滑化と都市再生■都市交通の円滑化と都市再生

■地域の核となる地域交流拠点の形成■地域の核となる地域交流拠点の形成

■四国の魅力を活かした個性ある地域づくりの支援■四国の魅力を活かした個性ある地域づくりの支援

　道の駅平均立寄率　道の駅平均立寄率

　道路美化運動登録人数　道路美化運動登録人数
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目的

道路種別、整備状況の異なる路線において３次元加速度計を搭載したプ
ローブカーを実走させ、そのデータ（位置座標、横、前後加速度）により新
たな評価指標を検討。また、その時の疲労度についても生理学的側面か
ら相関関係を検証。　

［－運転疲労度－］道路交通状況に起因する走行時におけるドライバーの
運転疲労の度合い

ドライバー等の運転疲労度から道路整備効果を定量的に把握、検証する

調査
概要

経過時間

疲労度

経過時間

累積Ｇ

高速道路
2車線道路

1.5車線的道路

未整備道路

疲労度の指標化に向けた分析イメージ疲労度の指標化に向けた分析イメージ

新たな四国独自の指標づくり②新たな四国独自の指標づくり②

◇高規格幹線道路の整備の有無により、生活圏間の旅行速度に約11km/hの格差
◇高規格道路の整備により、約３０分の時間短縮（阿南～安芸、高知～安芸）

0
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0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

旅
行
時
間
（分
）

旅
行
時
間
（分
）

地方生活圏中心都市間距離（地方生活圏中心都市間距離（kmkm））

平均旅行時間（Ｔ＝平均旅行時間（Ｔ＝7676分分））

平均中心都市間延長（平均中心都市間延長（L=59.6kmL=59.6km））

阿南安芸自動車道の整備
により阿南～安芸生活圏
中心都市間が３０分短縮

高知東部自動車道の
整備により高知～安
芸生活圏中心都市間
が３４分短縮

Ｖ＝５２Ｖ＝５２km/hkm/h
（（高速有）高速有）

Ｖ＝４１Ｖ＝４１km/hkm/h
（（高速無）高速無）

◇隣接する生活圏中心都市相互の距離が
　平均60㎞と、全国平均24㎞の2.5倍
◇隣接する生活圏中心都市相互の旅行時
　間は平均76分、特に阿南～安芸間は
　184分（3時間）
◇さらに、ピーク・オフピーク時で到達
　時間にバラツキが発生

○「旅行時間」による評価指標の必要性

　道路の整備により、
　　　　　　　　速達性・定時性が確保

　さらに速達性・定時性の
　　　　　確保により「疲労度」が改善

　道路整備の必要性を「旅行時間」で議論

新たな四国独自の指標づくり①新たな四国独自の指標づくり①

［－旅行時間－］生活圏間を連絡する道路の旅行時間

全国平均の
2.５倍

高速道路利用あり高速道路利用あり
高速道路利用なし高速道路利用なし

阿南～安芸阿南～安芸

高知～安芸高知～安芸

阿南～安芸阿南～安芸



17

memo


